
TTC 定例山行実施記録      報告者：M.H 

 

山行名 達磨山 忘年山行        [982ｍ 静岡県] 

実施日 令和１年 12月７日(土) ～8日（日）   １泊 2日          

天候／参加

人員 
天候 １２/７：くもり １２/８：晴れ  レベル：★☆  参加人員２４名 

スタッフ 省略 

参加メンバ 省略 

費用 

15,700 円

/人 
( カ ンパ金

1,960 円) 

交通費：マイクロバスレンタル料￥60,720（＠30,360×2day）、燃料費￥5,980、高速料￥2,480(厚木西

～箱根口￥1,480+修善寺道路￥800＋伊豆中央道路￥200)、駐車料金 800円  

ドライバ：謝礼￥42,000 (＠20,000×2 日+宿泊加算￥2,000)  

宿泊代：219,600円（＠9,000×24 人＋入湯税＠150×24 人）韮山反射炉入場料￥10,350 

(@450×23 人)三島スカイウォーク\25,300(＠1,100×23 人)通信費\1,000 

その他：忘年会飲み物・つまみ・ビンゴ景品等￥38,910、カンパ金\1,960 

合計\409,100-\48,000（補助金@2,000×24 人）＝\361,100     一人\15,700(\361,100÷23 人) 

歩行／行動

時間 
 １２月８日（土） 

歩行時間 休憩時間 行動時間 

計画 ３：２０ 1：００ ４：２０ 

実行 ３：４１ １：００ ４：４１ 

実行タイム ７日（土）                

旧ヨーカ堂前===箱根口 IC===三島スカイウォーク=====沼津港飲食街=====竹林の小径===== 
8:25                 9:34/11:00       11:43/13:00     13:55/14:40 

韮山反射炉=====あづまや旅館 

15:00～15:55    16:30  

８日（日） 
                             1:38（休憩 15）  30        40     35 

あづまや旅館 ===セブンイレブン=====船原峠・・・・・・伽藍山・・・・・・・古希山・・・・・達磨山・・・小達磨山 
8:57          9:20/30      9:42/52  11:30/12:00（昼食） 12:30/35  13:15/:25  14:00   33 

・・・・戸田峠=====達磨山レストハウス=====箱根峠=====大磯 SA=====旧ヨーカ堂前 

   14:33/38   14:42/55      16:50～17:00   17:44～17:56   18:30   

コースの概要・特記事項・反省事項等 

７日の天気予報が雨模様だったので、心配していたところ、KM さんからメールで土曜日と日曜日を入れ替えたら、という提

案があった。なるほどということで、行程を変更することにした。それに伴い、集合時刻や昼食場所を変更した。 

７日は幸い曇り空で雨に遭うこともなかったので、すべての観光を無事楽しむことができた。旅館に着き、入浴後の忘年会

はビンゴやゲームで盛り上がった。 

8日は朝食後に 12月の例会を行った。その後、予定通りマイクロバスで出発し、途中セブンイレブンでトイレ休憩を取り、登

山口に向かった。船原峠には、70 キロの伊豆トレイルジャーニーが行われるということで、ボランティアと思われる人たちが案

内の準備をしていた。そこで準備体操を行い、ゆっくり歩き始めた。樹林帯をしばらく歩くと、車道に出て長い車道歩きになっ

たが、そのあたりでランナーが私たちを抜き始めた。はじめの内は数人に道を譲っている程度で済んでいたが、途中からどん

どん人数が増え、数十人、いや、百人以上のランナーに道を譲りながらの歩行となった。そのため、予定より時間がかかった

が、息を切らしながら頑張って走るランナーの姿に、応援の言葉や拍手をかけながらの山行はめったにできないことと、思い

がけない出会いを楽しむことができた。写真家の ST さんは、数少ない女性ランナーの姿をカメラに収めることに執心されてい

る様子で、皆が女性ランナーの姿を見かけると、大声でそれを知らせるという楽しい場面も見られた。達磨山からは富士山を

正面に見ながらの気持ちの良い稜線歩きが続き、青空と海と雪をかぶった富士山を堪能することができた。 

下山後は、ほぼ計画時間通りにバスが運行され、旧ヨーカ堂前に帰着することができた。 

今回の忘年山行のように、観光と山行がセットになっている場合は、日程を入れ替えることができるというメリットがある。中止

にしにくい今回のような山行は、そのような設定にするというのも良いのではないかと思った。 

参加者の皆さんにご協力いただいたおかげで、無事忘年山行を終えることができました。本当にありがとうございました。 

 


